
お知らせ
　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
乳
幼
児
医

療
費
助
成
の
対
象
が
中
学
校
修
了
ま

で
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
い
名
称
を「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
」か
ら「
子
ど
も
医
療
費
助
成
」に

変
更
し
ま
す
。

　

制
度
変
更
に
伴
う
新
規
対
象
者
に

は
、
別
途
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い（
制
度
開
始
ま
で
に
資
格
者

証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
す
で
に

資
格
を
有
す
る
方
に
つ
い
て
は
後
日

新
し
い
資
格
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
重
心
医
療
、
ひ
と
り
親

医
療
費
助
成
な
ど
の
対
象
者
は
そ
の

制
度
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

■
変
更
前

【
対
象
者
】＝
小
学
校
就
学
前（
６
歳

到
達
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

■
変
更
後

【
対
象
者
】＝
中
学
修
了
ま
で（
15
歳

到
達
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】＝
申
請
書
、

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）、
児
童

の
健
康
保
険
証
、
振
込
先
口
座
が
分

か
る
も
の

【
問
合
先
】＝
本
庁
子
育
て
支
援
課

（
内
線
２
３
６
４
）お
よ
び
各
支
所
市

民
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■�

事
業
計
画
書
を
提
出
す
る
方
は
、

現
地
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
参
加
資
格
は
地
方
自

治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
４
の

規
定
に
該
当
し
な
い
個
人
ま
た
は

法
人
に
限
り
ま
す
。

■�

入
札
時
は
、
必
ず
見
積
額
の
５
％

以
上
の
入
札
保
証
金（
現
金
ま
た

は
銀
行
振
出
小
切
手
）と
印
鑑（
ス

タ
ン
プ
印
を
除
く
）を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

＊�

銀
行
振
出
小
切
手
は
、
薩
摩
川
内

市
指
定
金
融
機
関
な
ど
が
振
り
出

し
た
自
己
あ
て
の
も
の
で
、
発
行

日
か
ら
５
日
以
内
、
持
参
人
払
式
、

線
引
き
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
限

り
ま
す
。

■�

最
低
売
却
価
格
以
上
の
最
高
価
格

で
入
札
し
た
方
に
売
却
し
ま
す
。

■�

関
係
書
類
は
本
庁
４
階
財
産
活
用

推
進
課
ま
た
は
樋
脇
支
所
市
民
生

活
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

【
提
出
・
問
合
先
】＝
本
庁
財
産
活
用

推
進
課
財
産
活
用
Ｇ（
内
線
４
７
６

１
）ま
た
は
樋
脇
支
所
市
民
生
活
課

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
国
有
地
売

り
払
い
の
た
め
、
２
月
３
日（
水
）に

一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

　

入
札
案
内
書
を
受
け
取
り
、
参
加

申
込
書
を
提
出
す
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

【
物
件
所
在
地
】＝
御
陵
下
町
字
権
現

原
６
０
８
６
ー
２

【
物
件
の
種
類
】＝
土
地

【
登
記
地
目
】＝
宅
地

【
面
積
】＝
３
５
５
・
４
７
㎡

【
価
格
】＝
非
公
表

＊�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
入
札
案
内
書
の
交
付
・
問
合
先
】＝

鹿
児
島
労
働
局
総
務
課
会
計
第
二
係

（
鹿
児
島
市
山
下
町
13
ー
21
）

０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
５

　

本
年
１
月
１

日
付
け
で
、
次

の
方
が
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

【
人
権
擁
護
委
員
】＝

▼
岩い

わ

下し
た

ツ
キ
ミ（
入
来
地
域
）

　

０
９
９
６（
４
４
）３
２
５
５

▼
春は

る

田た

大だ
い

作さ
く（

下
甑
地
域
）

　

０
９
９
６
９（
５
）０
７
６
７

　

な
お
、
本
市
に
は
18
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
お
り
、
地
域
社
会
で
人
権

相
談
活
動
な
ど
日
常
の
人
権
活
動
・

自
由
人
権
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め

の
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局　

川
内
支
局

０
９
９
６（
２
２
）２
３
０
０

【
時
】＝
１
月
24
日（
日
）13
時
30
分
〜

16
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル

＊�

ご
来
場
の
際
は
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内
容
】＝
講
演
・
行
政
説
明

【
参
加
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
県
管
理
型
処
分
場
建
設

推
進
セ
ン
タ
ー

０
９
９
６（
２
１
）１
２
２
０

　

春
か
ら
秋
の
山
々
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
が

豊
富
に
自
生
し
、
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。
磯
や

砂
浜
で
は
貝
や
海
草
が
採
れ
、
釣
り
好
き
の
方

た
ち
も
地
区
内
外
か
ら
や
っ
て
き
ま
す
。
一
般

魚
種
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
海
の
生
き
物
た
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

初
夏
の
轟
川
周
辺
で
は
無
数
の
蛍
が
飛
び
交

い
、
８
月
ご
ろ
、
河
口
一
帯
に
群
落
す
る
日
本

原
産
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス「
ハ
マ
ボ
ウ
」が
淡
い
黄

色
の
花
で
河
口
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
こ

の
時
期
、
寄
田
浜
で
産
卵
さ
れ
た
ウ
ミ
ガ
メ
の

卵
が
、
ふ
化
施
設
で
か
え
り
ま
す
。
保
護
活
動

を
し
て
い
る
寄
田
小
の
子
ど
も
た
ち
が
、
先
生

や
地
域
の
人
々
が
見
守
る
中
、
子
ガ
メ
を
放
流

し
ま
す
。
県
道
脇
の
小こ

び

ら

比
良
池い

け

で
は
、
９
月
中

旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
、
水
面
に
せ
り
立

つ
薄
紫
色
の
可か

憐れ
ん

な
花「
オ
ニ
バ
ス
」を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
県
道
か
ら
少
し
山
手

に
足
を
延
ば
す
と
、
本
地
区
自
慢
の
黄
金
色
に

輝
く
壮
観
な
棚
田
に
出
会
え
ま
す
。

■問合先　寄田地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 895-0133　寄田町 139 番地　 ・ 0996（27）3359

　

寄
田
地
区
は
、
市
街
地
か
ら
西
へ
約
10
㎞
に
位

置
し
、
川
内
原
子
力
発
電
所
が
隣
接
す
る
人
口
３

７
４
人
・
２
０
５
世
帯
、
高
齢
化
率
57
％
の
極
め

て
小
さ
い
地
区
で
す
。
地
区
内
は
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
、
町
並
み
は
穏
や
か
で
す
。
地
区
の
西
側

は
東
シ
ナ
海
に
面
し
、
高
く
突
き
出
た
天
狗
鼻
岬

か
ら
の
眺
望
は
絶
景
で
正
面
に
甑
島
を
望
み
、
美

し
い
海
岸
線
が
は
る
か
南
北
に
延
び
て
い
ま
す
。

東
側
は
大
部
分
を
山
並
み
が
支
配
し
、
平
地
は
山

間
に
わ
ず
か
に
存
在
し
ま
す
。
山
間
を
足
早
に
下

る
渓
流
轟

と
ど
ろ
き
が
わ川
が
地
区
を
分
断
す
る
よ
う
に
中
央
を

流
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
と
風
土
が
織
り
な
す
、

ま
さ
に
山さ

ん

水す
い

明め
い

媚び

な
地
で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
寄
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
取
り
組
み
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
地
区
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
か

ら
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
平
成
17
年
に
地
区
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し

て「
よ
り
た
天
狗
鼻
焼
酎
」の
商
品
化
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
毎
年
大
好
評
を
頂
き
、
今
日
で
は
広
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
目
の
新

酒
は
、
今
月
半
ば
ご
ろ
に
蔵
出
し
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
は
、
棚
田
の
荒
廃
防
止
を

目
的
に「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。

昭
和
３
年
に
先
人
た
ち
が
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

の
末
に
開
田

し
た
棚
田
を
利
用
し
、
地
区
外
の
方
々
に
も
米
作

り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
区
は
小
学
校
と
の
き
ず
な
も
深

く
、
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
ふ
る
さ
と
運
動
会
や

ふ
る
さ
と
文
化
祭
、
夏
祭
り
な
ど
、
地
区
一
丸
と

な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

寄
田
地
区
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
豊
富
な
資
源

の
開
発
を
進
め
る
べ
く
長
期
展
望
に
立
っ
た
近
未

来
構
想
計
画
が
今
静
か
に
動
い
て
い
ま
す
。

県天然記念物「オニバス」。葉の一面にあるトゲからそう呼ばれています。

日清戦争後に設けられた天狗鼻常設海軍望楼台跡から撮影しました。

地区の象徴である棚田の米は、轟川

上流の清流水がはぐくむ、とてもお

いしいお米です。

最 終 回

古
く
か
ら
の
歴
史
と
、
豊
か
な
自
然
が

持
つ
豊
富
な
資
源
の
開
発
と
、
特
性
あ

る
中
山
間
農
業
の
振
興
を
目
指
し「
人

と
田
畑
が
輝
く
」ふ
る
さ
と
寄
田
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
寄
田
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
寄
田
地
区
編 

〜

地域を元気にするため、住民総出で
つくった地元の焼酎「天狗鼻」。発売
以来５年、おかげさまで好評をはく
しています。

地区コミではさまざまな事業を展開
していますが、地勢を活かした寄田
近未来構想計画の一環として風力発
電機建設誘致を進めています。

ふるさと寄田に生まれて 58 年、良
妻と出会い、子に恵まれ、孫にも恵
まれ幸せです。が、役職にも恵まれ
過ぎてリフレッシュする暇が？

地域の皆さんの知恵と技術をいただ
いて、地域が元気になるよう、いろ
いろな行事やイベントに頑張ってい
ます。

地
区
の
散
歩
録

県無形文化財「寄田三尺棒踊り」

新田神社お田植祭に毎年奉納します。

⓰広報薩摩川内　2010.1.102010.1.10　広報さつませんだい⓱

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長桺や

な

川が
わ

　
宗む
ね

雄お

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

副
会
長

濵は
ま

田だ

　
義よ
し

博ひ
ろ

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

体
育
部
会
長

時と
き

吉よ
し

　
正ま
さ

男お

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

女
性
学
級
長

川か
わ

畑ば
た

　
裕ゆ
う

子こ

さ
ん

これまで全 48 回にわたり、市内全地区を紹介してきました ｢ふるさと満喫｣ は、
ご好評をもちまして今回で終了いたします。ご愛読ありがとうございました。

保健センターで実施する保健事業
地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

１/26(火)
９:00 〜 ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

2/2(火)
９:00 〜 ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 〜 11:30 健 康 相 談（ 成 人・ 母 子 ）

樋 脇 2/3(水) ９:30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

入 来 2/3(水) ９:30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

東 郷 2/3(水) ９:30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

祁答院 2/3(水) ９:30 〜 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

そ
の
他

子
ど
も
医
療
費
助
成　

　

  

中
学
校
修
了
ま
で

　
　
　

無
料
化
の
お
知
ら
せ

市
有
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

国
有
地
売
り
払
い

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

県
産
業
廃
棄
物
セ
ミ
ナ
ー

所　在　地 地目 数　量 最低売却価格
樋脇町市比野字上湯原 4556 番２ 宅地 301.32㎡ 3,374,784 円

区分 現地説明会 入　　札 事業計画の提出

時 １/18（月）�
13:30～14:00

２/１（月）�
10:00から

１/12（火）～25（月）�
＊閉庁日を除く�
8:30～17:15

所 物件の所在地 本庁東別館１階�
１０３会議室

本庁４階財産活用推進課ま
たは樋脇支所市民生活課

＊�入札参加者については、提出された事業計画書を審査の上、決
定します。




